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ご挨拶 
東京東北支部長 曽江 啓一郎（大 35） 

   

2026 年も予測の難しい天候が続いております

が、東京東北支部の皆様におかれましては、ます

ますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

このたび、東京東北支部支部長を拝命いたしまし

た大 35 回卒の曽江と申します。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

私は 2010 年、齋藤貴夫現同窓会会長が東京東

北支部長を務めておられた際にお声掛けをいただ

き、役員として支部活動に携わるようになりまし

た。以来、「鳳川ジャーナル」の編集業務を中心に

支部運営のお手伝いをしてまいりました。現在の

支部活動は、会員の皆様の多大なるご支援の上に

成り立っておりますことに深く感謝申し上げます

とともに、今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

さて、昨年 2025 年 9 月の支部総会において岩

崎前支部長よりご説明いたしましたとおり、東京

東北支部総会は隔年開催へ移行することとなりま

した。そのため誠に残念ではございますが、本年

2026 年の総会開催はございません。しかしながら、

新役員体制の下、来年度の開催に向けて着々と準

備を進めておりますので、開催のご案内を楽しみ

にお待ちいただければ幸いです。 

今回のジャーナルでは、昨年の総会において長

谷川浩一さん（大 37）にご講演いただいた「薬物

事犯とマトリ（麻薬取締官）」について、その興味

深い内容を改めてご寄稿いただきました。総会に

参加できなかった方々にも、ぜひご一読いただけ

ればと思います。 

次頁の原学長によるご挨拶にもございますよう

に、岐薬生が本学三田洞キャンパスで学ぶことの

できる期間も残りわずかとなってまいりました。

そこで今回の特集では、「ありがとう 我らが三田

洞キャンパスライフ」と題し、三田洞での学生生

活における思い出深い出来事やお店などについて、

昨年の総会出席者を中心とする皆様からアンケー

ト形式でお寄せいただいた

コメントをまとめました。 

20 代から 80 代まで、総勢 38

名の皆様からご回答をいた

だきました。また、大先輩の

皆様からは「三田洞キャンパ

スの思い出はないけれど……」と、九重キャンパ

ス時代の懐かしいお話もお寄せいただき、大変う

れしく拝読いたしました。 

役員一同、この特集の編集作業を進める中で、

それぞれの学生時代の記憶がよみがえり、楽しく

作業を進めることができました。会員の皆様にも

同様の懐かしさや親しみを感じていただける誌面

となっておりますので、ぜひお楽しみください。 

記事に登場するお店や施設の中には、昭和の時代

から現在も営業を続けている場所もございます。

東海エリアへ足を運ばれる機会がございましたら、

本記事を思い出しながら、三田洞キャンパスの再

訪はもちろん、大学周辺の散策や思い出巡りを楽

しんでいただければ幸いです。 

また、昨年もご案内いたしましたとおり、「鳳川ジ

ャーナル」は令和 6 年度より印刷物の配布・郵送

を終了し、電子版のみの発行となっております。

大学ホームページ内の同窓会支部

ページ（東京東北支部）からアクセ

スいただくことで、2021 年度版以

降のバックナンバーを PDF にて

ご覧いただけます。 

電子媒体の特長を生かし、カラー写真の掲載を増

やすなど内容の充実にも努めております。思い出

の記事もいつでも読み返していただけますので、

ぜひご活用いただき、会員相互の交流の一助とし

ていただければ幸いです。 

今後とも東京東北支部の活動にご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

＜千葉白菊会 副会長＞

アクセスはこちらから 
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ご挨拶 
岐阜市公立大学法人理事長 

岐阜薬科大学長 原 英彰 （大 31） 

 

岐阜薬科大学同窓会東京・東北支部の会員の皆

様方には、ますますご健勝でご活躍のこととお慶び

申し上げます。この度、ご退任されました岩崎稔様に

おかれましては、支部長としての長年にわたるご尽力

に、まずは心より敬意と感謝を申し上げます。そして

新たに新支部長として、2 月より曽江啓一郎（大 35）

様が就任されました。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

本学の現状と未来への展望 

教育体制については、2017年度より 6年制薬学

科に一本化し、創薬・育薬研究者の育成を目指して

「医療薬学コース」と「創薬育薬コース」を設置いたし

ました。研究体制も、基礎から臨床まで幅広く整備

し、社会のニーズに応えるべく、民間企業との共同研

究講座 4、寄附講座 6を開設しております （下図）。 

 

さらに、岐阜大

学との大学院連合

創薬医療情報研

究科の共同設置

に加え、東海国立

大学機構（糖鎖生

命コア研究所、

COMIT）、藤田医

科大学（C-DAM、

J-PEAKS）などと

の連携を通じて、創薬研究の強化、研究交流、施設・

設備の相互利用を推進しております。 

次世代を切り拓く大学へ 

本学は、教育・研究・社会貢献を大学活動の三本

柱とし、最先端の研究に裏付けられた教育と創薬研

究の成果を世界に発信することで、薬剤師・研究者

（Pharmacist-scientists）の育成を通じて、次世代

を切り拓く強い大学へと発展してまいります。 

2025 年 4 月 1 日に公立大学法人へ移行したこと

を契機に、地域のニーズに応じた教育・研究をさらに

深化させ、地域発展への貢献を一層強化していく所

存です。特に、昨年度は岐阜薬科大学発ベンチャー

を 5社立ち上げることができました（下図）。 
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本学の本部キャンパスが所在する黒野エリアには、

岐阜大学の「医学」「獣医学」「工学」「農学」と本学の

「薬学」が集積し、全国屈指の学術研究拠点を形成

しております。また、2028 年度には、三田洞キャンパ

ス（1～3 回生が在学）を本部キャンパスの道路を挟

んだ西側に新キャンパスとして整備・統合予定です。

2ページ先の図を参照ください。 

令和 7年度 第 111回薬剤師国家試験結果 

全国トップクラスの実績をあげることができました

（下図）。 

・ 新卒合格率  

93.14％ （全国国公立大学 18校中 6位） 

・ 実質合格率 (本学新卒卒業生の出願者数に対

する合格者数で算出) 

93.14％ （全国国公私立大学 78校中 6位） 

・ 合格者総数 

111名 （全国国公立大学 18校中 1位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学ランキング 

 下記に外部資金の受け入れランキングを示してい

ます。今年も例年通りに受け入れ状況は国内でもトッ

プクラスです（下図）。 

 

 

 

 

 

以上のように、本学は教育、研究そして地域貢献

に対して、学生並びに教職員が一丸となって頑張っ

ております。 

新キャンパスは、2028年度内の完成を目指し鋭意

努力しているところでございますが、昨今の資材価格

の高騰、人件費の高騰等の影響により、建築費が大

幅に高騰しており、残念ながら、体育館やグラウンド

は現状（三田洞キャンパス）のままで、現時点では移

転・整備時期は未定となっております。 

つきましては、皆様に度重なるお願いとなり大変恐

縮ではございますが、次ページ以降に個人でご支援

いただける岐阜薬科大学整備寄附金に関する資料

を掲載しております。何卒、本学のキャンパス整備・

統合にご理解とご支援を賜りますよう、重ねてお願い

申し上げます。 

本学は、1932 年に創設され、94 年が経ちました。

次の 100 周年に向けて本学を発展させ、薬学界をリ

ードしてまいりますので、引き続き、皆様には温かい

ご支援とご指導を賜りますよう心よりお願い申し上げ、

ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

＜ 備考 ＞ 

同窓会誌（九重）は、これまでは、65 歳以上の

方々に冊子をお送りしていましたが、今年度からは

60歳以上の方々にお送りすることになりました。 
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「薬物事犯とマトリ」 （2025 年 支部総会特別講演まとめ） 

長谷川 浩一（大 37） 

「麻薬取締官」、通称「マトリ」。この言葉を耳にして

ご存じの方もいるかもしれませんが、詳しくはあまりよく

知られていない存在です。最近では、約 3 年前の 4

月にNHKの「プロフェッショナル」に取り上げられ、厚

生労働省内では少し話題になりました。そのマトリに 5

年間勤務した経験からその実態及び当時の薬物事

犯の状況などについてお話しします。 

1．麻薬取締官（通称：マトリ） 

 麻薬取締官は、「麻薬及び向精神薬取締法」第５４

条に規定されている厚生労働省職員であり、司法警

察員です。各県庁にも麻薬の取締を行う麻薬取締員

がいますが、こちらは県庁の職員で、同じく司法警察

員です。また、薬物事犯を担当している他の組織とし

て、警察、税関、海上保安庁があり、最近はお互いに

連携を取り合い、合同捜査を行うことにより成果を上

げるようになってきました。 

 麻薬取締官（マトリ）の定員は、法律の施行令に規

定されており、全国で約 300 名です。男性だけでなく、

女性の被疑者もいることから女性の麻薬取締官もそ

れなりにいます。マトリ職員は国家公務員になります

ので、事務官は国家公務員の一般職の試験に合格し、

麻薬取締部の面接を受けて採用されます。薬剤師も

採用しており、薬剤師の場合は、麻薬取締部で独自

に採用することが認められているため、毎年 6～8 月

頃に採用を行っています（詳しくは、麻薬取締部の

HP をご覧下さい）。薬剤師の場合、国家公務員試験

に合格しなくても国家公務員になれる数少ない職種

の 1 つではないでしょうか。そのせいか、薬剤師から

の応募は多く、警察などの競合機関がある事務官か

らの応募は、さほど多くありません。一部の人は、薬剤

師資格を持ちつつ国家公務員の一般職試験に合格

して採用される強者もいます。一般職試験に合格して

の応募の方が、薬剤師として応募するより、採用され

やすい傾向にあります。 

 出身校を見てみると、全国の薬学部から採用されて

いますが、東京の私

立大学出身者が多く

なる傾向でした。私が

在職中、残念ながら

マトリに在籍している

本学卒業生はいませ

んでした。 

2．マトリの業務 

 マトリは、大きく分けて 6 つの業務を行っています。

司法警察員としての麻薬等事犯の取締り、他国や国

際機関との協力・国際捜査共助、正規麻薬等の不正

流通防止、薬物乱用防止の啓発活動、再乱用防止、

鑑定です。 

 この中で、大きな柱となる業務が、麻薬等の取締りと

薬物鑑定です。少ない職員数で、多くの事件を捜査

し、犯罪者を検挙し、違法薬物を押収してきました。

中でも、以前問題となっていた危険ドラッグの販売店

の取締りは、マトリと警察の合同捜査により平成 7年 7

月には販売店数が「0」となりました。また、大麻の鑑定

においても、麻薬取締部がその分野をリードして大麻

法の改正に貢献しました。 

3．薬物事犯の動向 

 薬物事犯で多く検挙者数を出しているのは、大麻と

覚醒剤です。令和 5 年の検挙者数は前年より増加し

ており、大麻事犯の検挙人員は過去最多を更新して

初めて覚醒剤の検挙人員を上回りました。押収した薬

物量の推移を見ると、令和 5 年の覚醒剤押収量は、

約 1.6 トン、乾燥大麻押収量量は約 850 キロ、

MDMA 等錠剤型合成麻薬は、大幅に増加し、約 17

万錠にとなっています。また、令和 7 年になってから

約 1 トンの大麻を押収する事件も発生しています。 

 大麻事犯が多くなっている原因として考えられてい

ることとして、米国の一部の州では、嗜好用の大麻が

認められていることの影響や、SNS の普及により若年

- 8 - 



9 

 

者層が大麻についての間違った情報に触れる機会が

増えたことなども影響しているものと考えられています。 

 また、大麻については、日本国内で栽培、特に室内

で水耕栽培され、密売されるケースや、有害物質であ

る THC（テトラ ヒドロ カンナビノール）を濃縮させた

製品を製造し、密売している事例も確認されています。 

出典：厚生労働省 HP 

4．最近の密売方法 

 密売の方法も時代とともに変化しています。以前は、

街中で外国人が声かけして密売していた時代もあり、

密売専用の携帯電話を利用して密売を繰り返すケー

スも多くありました。最近は SNS を利用して秘匿性の

高い通信アプリに誘い込み、密売するようになってき

ています。密売をする者が検挙されないように、捜査

関係者を巧妙に欺き、検挙されない手段を考えるよう

になってきています。 

5．違法薬物の密輸 

 違法薬物は、大麻の水耕栽培以外、ほとんどのもの

が法の目をくぐり抜けて海外からの輸入によって日本

に運ばれています。押収される違法薬物の量は多く、

その多くは覚醒剤です。主な仕出し地はアジア、中南

米であり、日本は高額で違法薬物が売買される消費

大国として認識され、犯罪グループから狙われている

状況です。 

 そのため、日本も関係国との協力関係を構築し、海

外からの違法薬物の流入を阻止すべく関係省庁が協

力し合って密輸対策を行っている状況です。 

6．最後に 

 薬剤師の職業は、多種多

様です。その中には、医療

とは関係が薄いととらえられ

ている麻薬取締官という職

業もあります。「日本の国民

の健康を守る」という意味で

は、違法薬物が国民に届

かないようにし、国民をそれ

ら有害物質から守っている

ということからすると、医療

の現場で働いている薬剤

師と、大きな意味では同じ

ことをしていると言ってもい

いかもしれません。最近も、

新たな違法薬物が出現し

ており、また、大麻由来のＣ

ＢＤオイルなど、過去に知られていなかった物質も世

の中に出てきています。それらの中には、国民の健康

を害するものや、害するものを含んでいる製品もありま

す。国民の健康を守る日本の薬剤師、その中にはこ

のような職業があることも知っていただきたいこと、また、

違法薬物が日本からの無くなることを祈念して、お話

しさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人日本薬剤師研修センター 

 業務執行理事（専務理事） 

- 9 - 

- 9 - 
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＜前 厚生労働省関東信越厚生局麻薬取締部長＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://www.nhk.jp/p/professional/ts/8X88ZVMGV5/episode/te/DZXGK3W6NR/ 

 

 

 

  

- 10 - 
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【特集】 ありがとう 我らが三田洞キャンパスライフ （会員寄稿まとめ） 

有志三田洞探偵団Ⅳ 

岐阜薬科大学三田洞キャンパスも、いよいよ 2028年までとなりました。 

九重キャンパスから移転して以来、多くの岐薬生の青春を見守り続けてきた三田洞の地。会員の皆様それぞれ

に、忘れがたい学生時代の思い出がおありではないでしょうか。 

そこで今回、東京東北支部会員の皆様を中心に、三田洞キャンパス時代での学生生活をテーマとしたアンケー

トを実施し、寄せられたエピソードを集計・編集いたしました。 

ぜひご一読いただき、懐かしい日々を振り返りながら、皆様で思い出を共有していただければ幸いです。 

〈 想い出ランキング「飲食部門」 〉 

第 1位 「松月」 （山県市・現在も営業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】昭和 50 年代後半に開店。御飯・味噌

汁おかわり自由で、岐薬生の胃袋を魅了。 

幅広い年齢層から圧倒的支持を得ました。 

第 2位 「兼光」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】三田洞老舗の居酒屋。 

ここでお酒デビューした岐薬生も多いのでは・・・ 

残念ながら数年前に閉店。 

 

第 3位 「湧水園」  

 

 

 

 

 

 

 

 

現在は、老健施設に 

 

 

 

 

 

 

【補足】旧市バス通りにあった料亭。コンパや

県人会などで、お世話になった方も多いのでは。 

第 3位（同票） 「ケルン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】喫茶店とは思えない充実の定食。 

隣に写真館もあり同オーナーでした。 

- 11 - 
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第 5位 「馬喰一代」  

（岐阜市・八代 現在も営業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】昭和 60 年代に一号店として開店。 

車がないと行けない距離ですがお昼時は岐薬

生で賑わっています。 

第 5位（同票） 「パピヨン」 （三田洞） 

 

 

 

 

 

 

 

＜イメージ＞ 

＜会員コメント＞ 

学生価格でいつも飲

んでいました。 

お客さんが持ってき

たウシガエルを奥で

捌いて唐揚げをママに作ってもらいまし

た。カエルの唐揚げがこんなに旨いと知っ

たのは、生まれて初めてでした。 

＜60代・男性 アッキー＞ 

【補足】三田洞では数少ないスナックの一軒。 

 

第 7位 「ふる里」 （長良真生町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】三田洞からは少し離れているもののラ

ンクイン。和食の定食店の定番。 

隣接の「日の出食堂」も有名でした。 

第 8位 「初寿司・岩野田分店」 （現在も営業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会員コメント＞ 

新築 1K・ユニットバス付で家賃 3 万円＋駐

車場 3 千円／月で格安の住宅事情でしたの

で、大学生でも初寿司は友人と夕食によく

利用していました。 

長良川ボールで対戦後・テストの後・麻雀の

後 ⇒ 初寿司のパターンでした。 

＜50 代・男性 みぞ＞ 

【補足】回らない寿司屋ですが、リーズナブル

な価格で岐薬生にも人気。 
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第 8位（同票） 「サッポロラーメン 21番 長良店」  

（雄総桜町・黒野に移転営業中） 

 

 

 

 

 

 

【補足】とにかく大盛りの量が凄まじいと評判

のラーメン屋 

大盛りラーメンは通称「洗面器」とか・・・ 

第 8位（同票） 「やまざき珈琲」  

（現在も営業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 岐薬生行きつけの居酒屋「扇屋」の店

長が隣に開業。岐薬生ご贔屓のお店で高評価。 

第 8位（同票） 「和 （かず）」  

「和」 
【補足】リーズナブルな食事処。 

お好み焼きもセットで食べれば満腹に 

＜ おしくもベスト 10圏外 ＞ 

 ベトコンラーメン 

 ジョイフル・高富店 

＜会員コメント＞ 

徹夜のテスト勉強でお世話に 

＜30 代・男性・ぎょうざ＞ 

 三田洞弘法・田楽 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ベスト 10圏外 ＞ （アイウエオ順） 

 アントワープ 

 エルク 

 扇屋（居酒屋） 

＜会員コメント＞ 

第 8 位「やまざき珈琲」のオーナーが店長。 

熊田曜子さん（岐阜市出身）がバイトしていた

時期もあったとの情報も !? 

 大洞食堂 

 岡山商店（たこ焼き） 

 がんこ jiji 

 ぎふっ子 

 串ちゃん（居酒屋） 

＜会員コメント＞ 

研究室の研究が夜遅くになったとき、夜遅く夕

食を食べるところがなく、〝串ちゃん″で定額

料金で（個人的に）食事を出して頂きました。 

他の一般のお客さんから（年輩の）、ビールをタ

ダで頂きながら、人生の説教をうけたり、いろ

いろなご指導を頂きました。人生の勉強をさせ

て頂きました。親子で食事を出して頂いた〝串

ちゃん″に感謝です。 

＜60 代・男性 マイケル＞ 

 すかいらーく（現ガスト）・長良北店 

 台湾ラーメン大吉  

 高木（焼肉） 

 タツミ 

 地中海（現バーミヤン）・長良川店 
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 中華楼 

 庭園 

 田園（喫茶店） 

 桃梨園 

 なおちゃん 

 バルカン 

 日の出食堂 

 フランポワーズ 

 ホワイトベース 

 ぼんぼん茶屋（カラオケ）  通称 ぼん茶 

＜会員コメント＞ 

朝までカラオケで歌ったり踊ったりしたころ

が、とても懐かしいです。 

    ＜50 代・女性 今井夕紀子＞ 

 みのや食堂 

 ミロバーガー 

 やっぱりラーメン 

 リックス 

 ロマン亭（みそかつ） 

 

〈 想い出ランキング「非飲食部門」 〉 

第 1位 「郁文堂（郁文堂薬大前薬学書専門店）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】岐薬生全員がお世話になったのではな

いでしょうか。 

第 2位 「長良川花火大会」  

 

 

 

 

 

 

 

【補足】一度は、観に行った方も多いのではな

いでしょうか？ 

昔は、中日新聞主催、岐阜日日新聞（現在の岐

阜新聞）主催と 2 回開催でしたが、今は 1 回に

なりました。 

第 3位 「スーパーヤオジン」  

 

 

 

 

 

現在は、違うスーパーに 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会員コメント＞ 

スーパーヤオジンだけの三田洞。 

＜40 代・男性＞ 

【補足】初寿司岩野田分店の道路向かいに位置。 

すぐ近くに「スーパーヤマト」があり、ヤオジ

ン派とヤマト派に分かれていたような気がし

ます。現在、ヤマト跡はデイサービスになって

います。 
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第 4位 「乗馬 （冬の体講） 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会員コメント＞ 

冬の体育は乗馬を選択していました。スケ

ート選択の同級生にバイクを借りて畜産

センターに出かけてました。 

馬は人をよく見ており、気の弱い人間は馬

鹿にします。同級生の女の子が乗馬時に吹

っ飛ばされて数 m 先の木の壁にぶつかり

ました。 

真に馬力とはスゴイと実感しました。 

＜60 代・男性 アッキー＞ 

体育講義での授業：乗馬、ゴルフ 

＜60 代・男性 でかお＞ 

畜産センターでの乗馬の授業が思い出深

いです。 

＜60 代・男性・鳥居慎一＞ 

【補足】冬場の体育講義のカリキュラムで、ス

ケートか乗馬の選択という時期がありました。 

畜産センターが市営でしたので、その乗馬施設

をお借りしての授業でしたね。 

第 5位 「岐阜県自動車学校」  

 

 

 

 

 

 

 

【補足】大学から徒歩で行けるのは利便性が良

かったですね。福富トンネルを抜けると福富教

習所があり、こちらを利用していた岐薬生も多

かったのではないでしょうか。 

第 6位 「畜産センター」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会員コメント＞ 

最近、春に畜産センターに出かけると、カ

タクリ、スミレなど可憐な花が一杯咲いて

おり、心を癒されます。 

＜60 代・男性 アッキー＞ 

【補足】薬草園に行った際に、寄られた方も多

いのではないでしょうか? 

第 6位（同票） 「三田洞弘法」  

 

 

 

 

 

 

 

＜会員コメント＞ 

ダンスパーティー（ダンパ）、模擬店、三田

洞弘法、百々ヶ峰、クラブ活動（弓道・ワ

ンダーフォーゲル） 

上記の事が心に残っています 

＜60 代・男性・ポロン＞ 

【補足】田楽ツアーで行かれた方も多いのでは

ないでしょうか。 
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＜ ベスト 7圏外 ＞ （アイウエオ順） 

 赤味噌の味噌汁 

＜会員コメント＞ 

最初は、あまり得意ではなかった「赤ミソの味

噌汁」が、次第に慣れてしまったこと。 

＜50 代・男性＞ 

食堂で初めて赤味噌の味噌汁を飲んだのが印

象深いです。        ＜40 代・男性＞ 

 岩砂病院 

 学園荘 

＜会員コメント＞ 

学園荘（2 回生～M2 まで 5 年間の下宿生活） 

4 畳半、バス・トイレ共同、key（すぐ壊れた～）

で月 5 千円でした。 

夜中に飲んで騒いで、よく近くの空手部の先輩

に怒られ、怖かった覚えがあります。 

今ではありえない下宿でしたが、とても懐かし

く、よく夢で思い出します。 

＜60 代・男性 酒猪木＞ 

 学祭 ・ 学祭（模擬店） 

＜会員コメント＞ 

学祭で七輪・サンマ・ビールを大量に持ち込み、

12 時間以上飲み続けました。 

＜40 代・男性＞ 

学祭で 4 回生が出店をやっている後で、炭をお

こして、さんまを焼いて飲んでいたこと。 

 ＜40 代・男性 宇野文二 3 号＞ 

 カルコス信田屋 

 岐阜城北高校 

 岐阜ファミリーパーク 

 球技大会  

＜会員コメント＞ 

研究室対抗球技大会や関連した飲み会。 

そこで鍛えられたことが、その後の社会人生活

でも生きています 

＜40 代・女性＞ 

 葛谷先生との思い出 

＜会員コメント＞ 

大学 1 or 2 年の時に当時の葛谷学長に「ネクタ

イの締め方がよくない」と言われて葛谷先生の

教授室でネクタイの締め方を直接教えてもら

った。今でもそのやり方で日々、ネクタイをし

ています。 

大学院生の頃は週の半分以上、大学に住んでま

した（寝袋持ち込み） 

＜40 代・男性＞ 

 クロロホルム 

＜会員コメント＞ 

クロロホルムの一斗缶が重かった。 

＜60 代・男性&女性＞ 

 再試まつり 

＜20 代・女性＞ 

 自炊 

＜会員コメント＞ 

野球、自炊、雪 

＜50 代・男性＞ 

 食堂の購買 

 植物園 

＜会員コメント＞ 

自転車で植物園（薬草園）に行った 

＜60 代・男性&女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬草園（岐阜市椿洞） 昭和 57 年 

 創立 50周年記念イベント 

 体育講義での 1500m走 

＜会員コメント＞ 

体育授業での 1500m 走の毎回のグランドでの

競争 

＜60 代・男性・鳥居慎一＞ 
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 台風直撃 

＜会員コメント＞ 

2 回生の 9 月（2018 年）、台風が直撃。これまで

に経験のないような暴風で停電に。ジェット機

のエンジン音のような轟音は忘れられない。 

停電は 18 時間にも及び、前日たまたま買ってい

たコンビニのきしめんと家にあった懐中電灯、

ファンライトでしのいだ。 

日頃の備えの重要性が感じられた。 

＜20 代・女性・ミのつくチコちゃん＞ 

 タケゴン（コンビニ） 

 たまに 50cm くらい積もる雪 

 ダンスパーティ（ダンパ） 

 動物実験  

＜会員コメント＞ 

動物（マウス、ウサギ）を大量に使っての実験

（動物にすまない気持ちです） 

＜60 代・男性・鳥居慎一＞ 

 百々ヶ峰  

＜会員コメント＞ 

当時まだ課題として存在していた〝植物おし

葉標本採集″で入学間もない（当時の）天皇誕

生日（4/29）に百々ヶ峰に植物採集に連れて行

ってもらったこと。でしょうか 

結局、その時の印象、影響が学生生活に大きな

インパクトを与え、最終的に生薬、植物の世界

にどっぷり漬かる元となってしまいました。 

＜60 代・男性 漢ちゃん＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長良川交通公園 

 長良川堤防決壊 

 長良川ボール 

 長良公園・夜のライトアップ 

 長良橋 

 ニーハオ（パチンコ） 

 冬の体育授業・ゴルフ 

 冬の体育授業・スケート 

 冬の体育授業・ボーリング 

 福富教習所 

 洞弘岩 

＜会員コメント＞ 

洞弘岩で、毎週、山岳部のロッククライミング

の練習に励みました。練習中、2 回 転落事故が

ありましたが、気に助けられ無傷でした。 

＜60 代・男性・Toshi＞ 

 三田洞パチンコ 

 三田洞郵便局 

 野球 

＜会員コメント＞ 

野球部での活動 

＜30 代・男性＞ 

 湧水カーブ 

＜会員コメント＞ 

遅刻しない様にハイスピードで駆け抜けた湧

水カーブ。 

今はバスが運行していないので大丈夫ですが、

当時は市バスが通行することを予想して事故

らない様にしていました。 

＜60 代・男性・岐阜っ子＞ 

 

 

 

 

 

三田洞キャンパス全景 昭和 57年 
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【番外編】 

 「九重キャンパスでの想い出」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧九重町校舎正面玄関 昭和 38 年頃 

 

＜会員コメント＞ 

九重キャンパスしか経験がないので、三田洞は

全くの記憶のネタがありません。残念です。 

九重では、学校祭があったり、競輪場の音声が

教室まで聞こえてきたのが、思い出されます。 

＜80 代・女性＞ 

九重町校舎と宮道学長さん、競輪場の最終コー

ナーのベルの音などを思い出します。北一色行

きの電車、梅林公園など思い出の多い若い時代

でした。 

＜80 代・男性 大 8 回卆＞ 

 

 

 

 

 

 

 

支部総会で流れている田螺踊りのCDを聞いて、

田螺踊りを柳ヶ瀬から北一色に向かっての終

電後の歌いながら歩いた学生時代を思い出し

ました。 

昔は他の大学とのクラブ活動の話し合いがよ

くありました。 

植物研究会に入っていたのがきっかけで食生

活にも気を付け活動してきました。 

現在 88 歳・・・もう少し頑張るつもりです。 

＜80 代・女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧九重町校舎南側 昭和 38 年頃 

 

皆様は、いくつご存じでしたでしょうか。 

多くのコメントを寄せていただき、おかげさま

で思い出あふれる特集記事となりました。ご協

力いただきました皆様に心より御礼申し上げま

す。またアンケートにお寄せいただいたコメン

トについては、当時に空気感や思い出が伝わる

よう、出来る限り原文のまま掲載しております。 

なお旧九重校舎写真等については、創立五十周

年記念絵はがきより引用させていただきました。 

（企画：東京東北支部役員一同） 
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2027年度 支部総会開催の予告 

岐阜薬科大学同窓会 東京東北支部 支部長 曽江 啓一郎 

冒頭の「ご挨拶」でもお知らせしましたとおり、東京

東北支部総会は今後、隔年開催とさせていただくこと

となりました。 

本年の開催を楽しみにお待ちいただいていた支部

会員の皆様には、ご期待に添えず誠に申し訳ござい

ません。 

次回の支部総会につきましては、これまでの開催

実績を踏まえ、9月中旬の土曜日開催を予定しており

ます。しかしながら、現時点では会場の確保や特別講

演演者の調整を進めている段階であり、正式な日程

はまだ確定しておりません。 

今後、支部会員の皆様には、総会開催案内の郵送

（来年 7月頃を予定）および大学同窓会ホームページ

での告知を通じご案内申し上げます。 

何卒ご理解賜りますとともに、開催を楽しみにお待

ちいただければ幸いです。 

 

 

 

「支部会費 （年会費） 」 に関するお知らせと 「ご寄付」 のお願い 

岐阜薬科大学同窓会 東京東北支部 支部長 曽江 啓一郎 

支部会員の皆様には、平素より東京東北支部の活

動・運営に格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

本年度の支部総会未開催に伴い、本年度の支部

年会費の納入に際しましては、昨年度のような振込用

紙の送付による納入のお願いは行なわないことといた

しました。 

一方、支部活動を支えていただくためのご寄附につ

きましては従来通り受け付けております。1口 1,000円

よりお受けしておりますので、ご支援を賜れましたら幸い

に存じます。 

なお、お支払い方法につきましては会員の皆様から

のご要望を受け、昨年度からインターネットバンキング

等を利用した銀行振込にも対応しております。 

【1．振込取扱票をご利用の場合】 

口座番号 00140 - 6 ‐ 22103 （ゆうちょダイレク

ト） 口座名 岐阜薬科大学同窓会東京東北支部 

＜ 過去の総会案内に同封した振込取扱票（赤色）

をご利用いただいた場合、振込手数料は支部が

負担いたします。＞ 

【2．インターネットバンキング等をご利用の場合】 

ゆうちょ銀行 〇一八（ゼロイチハチ）店（018） 

普通 0875781 

口座名 岐阜薬科大学同窓会東京東北支部 

（ギフヤッカダイガクドウソウカイトウキョウトウホクシフ）※ 

※：表示文字数の制限から、「支部」が「シフ」と表示。 

＜ 振込手数料はご負担くださいますようお願いい

たします。またお振込の際は、会員氏名に加え卒

業年次（西暦、もしくは大〇回の卒業回数）をご記

入ください。＞ 

東京東北支部では、鳳川ジャーナルの電子媒体化

（同窓会本部ホームページへの PDF掲載）や、役員会

のWeb開催による事務局費・運営費の削減など、引き

続き効率的な支部運営と経費削減に努めてまいりま

す。 

今後とも支部活動へのご理解とご支援を賜りますよ

う、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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【継続依頼】 支部名簿一本化のご連絡・住所変更のお手続き依頼※ 

※ 住所変更手続きの依頼は、毎年の大学同窓会本部からの案内がお手元に届いておられない会員の方が対象 

 

東京東北支部では、近年の個人情報保護および

情報管理の観点等から、2025年より支部独自の名簿

管理を廃止し、大学同窓会本部が管理する名簿（東

京東北支部管内）を活用して支部会員の把握および

支部活動の運営を行う体制へと移行いたしました。 

ただし、大学同窓会本部の名簿に登録されていな

い会員の皆様につきましては、支部において特別リス

トを作成し補完的な管理を行い、本部名簿と合わせて

運用することで、総会案内等の発送漏れが生じないよ

うに努めております。 

毎年、大学同窓会本部からの案内がお手元に届い

ていない会員の皆様におかれましては、本部名簿へ

の登録および住所情報の更新にご協力くださいます

ようお願いいたします。 

同窓会本部への登録・変更のお手続きは、以下の

いずれかの方法でお願いいたします。 

 

【1．岐阜薬科大学ホームページからのお手続き】 

岐阜薬科大学ホームページ ＞ 卒業生の方へ 

＞ 岐阜薬科大学同窓会 ＞ お問合せ ＞ フォ

ームでのお問合せ 

より、住所変更届を入力・送信ください。 

※下の QR コードからもアクセスいただけます。 

 

 

 

 

【2．住所等変更届ハガキによるお手続き】 

同窓会本部作成の「住所等変更届ハガキ」（昨年の

支部総会案内にも同封済）をお持ちの場合は、必要

情報をご記入にうえご投函ください（切手の貼付が必

要です）。 

 

なお、個人情報保護の観点から、支部がご本人の

同意なく同窓会本部へ住所変更等の情報提供を行う

ことはできません。そのため、会員ご本人によりお手

続きをお願いしております。 

何卒ご理解くださいますようお願いいたします。 

ただし、ご事情により同窓会本部への登録住所と

支部からの送付先住所を別にされたい場合（例：本部

にはご実家を登録し、支部からの案内は現住所で受

け取りたい場合など）は、その旨をご連絡いただけれ

ば、特例として支部において別住所での対応を継続

いたします。同対応をご希望の方は、「大学同窓会本

部とは異なる住所での案内継続を希望」の旨を明記

のうえ、曽江もしくは支部役員までご連絡ください。 

なお、すでにその旨、ご連絡頂いている方につきま

しては、改めてご連絡いただく必要はございません。 

 

以上、事情をご賢察のうえ、ご協力賜りますよう 

お願い申し上げます。 

 

ご不明の点がございましたら、下記支部長 曽江ま

でお問合せください。 

E-mail：robken9dbdia@gmail.com  

携帯電話 ： 080-3128-4050 

 

 

 

 

 

 

 

  

mailto:robken9dbdia@gmail.com
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東京東北支部 

2025年度会計報告 （2025 年 7 月 1 日より 2026 年 6 月 30 日） 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 

  

本部交付金 

総会参加費 

年会費 

特別寄付金 

広告料 

雑収入 

 

1,007,245 

 

233,800 

252,000 

432,000 

222,000 

110,000 

1,737 

 

 

総会開催費（会場費） 

総会開催準備費 

講師謝礼 

鳳川ジャーナル印刷 

（国会図書館納品） 

会議費 

事務用品費 

通信費・配送料 

交通費 

手数料 

 

次期繰越金 

 

395,400 

346,769 

10,000 

6,650 

 

14,793 

3,185 

8,380 

47,120   

26,639 

 

1,399,846 

合  計 2,258,782 合  計 2,258,782 

2026 年 7 月 1 日 

  以上の通り報告いたします。           会計幹事  倉橋 香おり 

会計監査  岸  潤一郎 

なお、2026 年度予算案については 2025 年度に準じ立案致しますが、2025 年度と異なり総会開催を実施

しませんので大きな支出予定はありません。また 2026 年度は支部会費徴収は致しません（前頁記載）。 
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○ 寄附を寄せていただいた方々  （2025年 7月以降） 

ご寄附をお寄せいただきましてありがとうございました。 

寄附の総額は、222,000 円です。ご芳名を記してお礼に代えさせていただきます。 

2026 年度のご寄附を宜しくお願い申し上げます。 

（大 3回） 金子 みどり （大 4回） 奥村 敏孝 （大 8回） 栢野 正則 

（大 8回） 梅村 宜子 （大 8回） 川上 千里 （大 8回） 山本 敦美 

（大 8回） 岡田 せつ子 （大 10回） 伊藤 英爾 （大 10回） 梅村 孝雄 

（大 11回） 大沢 重光 （大 12回） 村瀬 清志 （大 14回） 二木 当江 

（大 14回） 川合 ふみ子 （大 14回） 海老原 美智子 （大 14回） 鈴木 澄子 

（大 15回） 山口 恭司 （大 15回） 長江 敏男 （大 16回） 貝谷 奈津子 

（大 16回） 牧 文子 （大 17回） 成瀬 慎一郎 （大 17回） 石川 哲也 

（大 18回） 柳原 行義 （大 18回） 武智 洋一郎 （大 20回） 森永 静子 

（大 21回） 久海東 計明 （大 23回） 邑田 裕子 （大 24回） 大谷 早苗  

（大 26回） 永田 房子 （大 26回） 宇治 昭子 （大 27回） 臼杵 靖晃 

（大 27回） 岩崎 稔 （大 28回） 杉山 充男 （大 30回） 今井 俊尚 

（大 31回） 田畑 肇 （大 31回） 村井 謙治 （大 31回） 小島 一夫  

（大 31回） 塩入 紀明 （大 32回） 横田 尚久 （大 32回） 横田 圭子 

（大 32回） 木全 幸宏 （大 32回） 鳥居 慎一 （大 33回） 齋藤 貴夫 

（大 34回） 中西 法子 （大 34回） 倉橋 香おり （大 34回） 倉橋 伸幸 

（大 34回） 田村 かおる （大 35回） 毛利 光志 （大 35回） 曽江 啓一郎 

（大 36回） 岩出 佳奈 （大 36回） 今井 巧 （大 36回） 三輪 明生 

（大 37回） 長谷川 浩一 （大 38回） 安江 春 （大 38回） 樋口 信昭 

（大 42回） 北野 妙子 （大 42回） 吉澤 奈美子 （大 43回） 小亀 暁史 

（大 43回） 小亀 千賀子 （大 46回） 吉田 稔 （大 52回） 鈴木 貴晃 

（大 55回） 山本 洋子 （大 56回） 金森 朋子 （大 56回） 金森 朋子 

（大 67回） 成瀬 康介 （大 64回） 土井 和彦 （大 71回） 鏑木 美帆 

      

     （敬称略） 
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編集後記 （あとがき） 

「我らが三田洞キャンパスライフ！」の記事

は、楽しんでいただけましたでしょうか。アンケ

ートの集計作業中から、学生時代の楽しかった思

い出が蘇り、随分と若返った気がしています。読

者の皆様にも同じような思いを抱いていただけた

なら嬉しいです。 

是非とも、感想などお聞かせ下さい。（露武） 

タニシ踊り風に言えば「丁度去年の夏の頃」→

こりゃいか(が)ん胃がんと言われ、駄洒落を言っ

てる場合か？と即オペしてもらいました。退院翌

週から、US 発世界初難病治療薬などの薬価戦略

プレゼン突込み Q&A とか、学生主役「医薬をテ

ーマに英語でプレゼン Q&A」白熱教室@岐阜薬

大                                                     などを展開中です。来年、総会で皆さま

にお会いするのが楽しみです。（自称／他称変人） 

「歩く人はボケない」タイトルにひかれて最近

読んだ本に、「認知症は脳の糖尿病」という興味

深い表現をされていました。予防策の一つは「散

歩」だそうです。だれにでも今日から始められる

健康法です。一日平均 7,000 歩あるけば一年で

2,555,000 歩。ちなみに成人男子の 1 歩＝身長－

100cm。私の身長は約 173cm ですから、一年に

歩く距離「2,555,000 歩」は「1,870km」となり

ます。なんと東京から福岡までを往復出来る距離

です。さあ、今日も頑張ります。  （青い鳥） 

 

最近、孫ができました。 

噂には聞いていましたが、思っていたよりもず

っとずっとかわいい♡ 孫とできるだけ長く遊びた

い。そんな思いから体力づくりを始めました。運

動は認知症予防にも効果があるそうです。一石二

鳥を期待しています。 

孫に置いてかれないように、私も少しずつ成長

していけたらと思います。    （きゅう） 

「感謝」。毎日、仕事や家のこと、目の前の用

事に追われていると、つい心に余裕がなくなって

しまうことがあります。そんな時こそ、感謝の気

持ちを忘れずにいたいと感じます。 

人生はいつも誰かに支えられて進んでいます。

忙しい毎日の中でも、少し立ち止まって「ありが

とう」と思える心を大切にしていきたいです。ど

んな時でも、感謝の気持ちを忘れずに過ごしてい

けたらと思う今日この頃です。   （はなこ） 

昨年は息子の野球に付きっきりで支部活動に参

加できませんでした。今年は参加しているものの

大した貢献もできておりません。そんな中、会社

の大規模な組織編成の波に溺れそうな日々です

が、そんな時だからこそ、岐阜薬科大学の同窓の

ご縁のありがたさを感じています。今後とも宜し

くお願い致します。       （Johnny） 
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    年度の東京東北支 総会集 写真 

（日時：2025 年 9月 6日（土）於：東京ガーデンパレス 東京都文京区湯島 1-7-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行人 

曽江 啓一郎 

E-mail：robken9dbdia@gmail.com 

岐阜薬科大学同窓会活動報告として、本鳳川ジャーナルを本部ホームページに 

掲載しております。 


